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1.はじめに

児童養護施設児の社会的適応

-研究の動向一

渡遺美那子

キーワード:社会的適応，対象喪失，児童養護施設児

児童養護施設には、何らかの理由により、親による養育が困難になった子どもが保護され

ている。児童養護施設が開設された当初の入所児は戦争孤児や棄児であったが、昨今では孤

児・棄児は稀で、養育者は存在するが離婚・就労・虐待などの理由によって養育困難となっ

た子どもが約90%を占める CTable1 :厚生労働省〉。それに伴い、親機能の欠損・低下、

問題行動を持つ高年齢児童の増加によって、養護問題は複雑化していると指摘されている

(社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国養護施設協議会， 1995)。

児童養護施設児においては、親と共に子ども自身が心理的な問題を抱えていることが多い

ため、児童養護施設に求められるのは養育だけでなく子どもに対する心理的援助への対応が

急務であると指摘されている(加藤， 1995 ;西津， 2000 ;中原・藤本・阪本・農野・谷・

岡崎， 1997)。その結果、児童養護施設に非常勤心理職が配置されることとなったが、保育

士・指導員の数と同様に、在所者数に比して明らかに不足していることが指摘されている

(西津， 2000)。本論では、児童養護施設児の呈する心理的問題、不適応行動の様態とそれに

関連する研究を概観し、児童養護施設児の心理状態を把握することを目的とする。

Table 1 

児童相談所から児童福祉施設に入所となった養護相談の相談理由

家出(失E宗 傷病(入院 その他の
棄児 死亡離婚 虐待 その他|総数
を含む) を含む) 家庭環境

入所児数(名 98 679 139 505 1，946 2，081 2，935 1，533 19，916 

%1.0 6.8 1.4 5.1 19.6 21.0 29.6 15.5 I 100 
注j児童福祉施設には、児童自立支援施設・情緒障害児短期治療施設・乳児院を含む

2.児童養護施設における問題

咋今福祉行政において大きな問題提起がなされている。児童養護施設を運営する側の者に

とって、どのようにすれば子ども達のためになる施設運営ができるのか、課題は尽きない。

主に、どのようなスタッフを整えたらよいのか、施設の設備・ノウハウ・職員の意識も含め
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どんな生活環境を整えたらよいのか、というこつの課題が提起されている(社会福祉法人全

国社会福祉協議会 児童養護施設職員の研修のあり方に関する検討委員会， 1999)。

Rutter (1972)は、養育者が実の母であるかどうかが問題なのではなく、養育者が頻繁

に変化するというところに子どもの問題形成の原因があると指摘している。児童養護施設で

は、施設職員の頻繁な転出入、交代勤務制など施設運営上やむを得ない状況が数多く見られ

る。そのような状況は、子ども達が一人の大人、養育者との聞で培われていく基本的信頼感

を抱くに十分ではないので、情緒不安定、対人行動がうまく結べないなどの性格上、行動上

の問題が生じると考えられる(大西・山下・伊藤・原・林・足立， 1994)。また森田 (1983)

も児童養護施設児を対象としたパウムテストにおいて、根の不在が特徴的であったことを見

出している。そしてその原因は、不安定な家庭環境にあるとも考えられるが、その代理の場

である児童養護施設においても常に安定した落ちつきの場を保障されないことにもあると指

摘している(森田， 1983)。

このような施設特有の環境の問題に加え、子どもへの心理的援助の必要性・心理職の配置

の必要性が指摘されている。またさらに職員の専門性の向上・均質化についても改善が求め

られている(加藤， 1995 ;森田・山勝， 1997 ;曽田， 1998)。しかし様々な分野からの指摘

があるにも関わらず、改善へ向けての取り組みはなされているものの、未だ不充分であるこ

とが論議されている。

3.児童養護施設で生活する子どもを取りまく心理的問題

<被虐待経験とその心理的影響>

昨今児童虐待に関する事件が多発し、虐待に関する一般の関心が高まっている。全国の児

童相談所において処理される虐待相談の件数も最近の数年間で加速度的に増加している

(Table 2)。虐待そのものの件数が増加した可能性に加え、発覚する件数が増加したに過ぎ

Table 2 

児童相談所における虐待相談の種別と処理件数の年次推移

身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待 総数

H 11年度 5，973 3，441 590 1，627 11，631 

H10年度 3，673 2，213 396 650 6，932 
H9年度 2，780 1，803 311 458 5，352 
注1)ネグレクトには登校禁止も含む

注Z)表は厚生労働省ホームページを参考に筆者が作成

ないと指摘する声もああ。虐待が発覚しにくかったのは、家族以外の他者に発見されにくい

タイプの虐待が存在するためと考えられる。

虐待は一般的に四種類に分類される。子どもに対して身体的苦痛をもたらす身体的虐待、

言葉等により子どもを傷つける心理的虐待、ネグレクトと呼ばれる養育の怠慢・拒否、子ど

もが親の性的対象となる性的虐待である。それぞれの虐待が独立してみられる場合もあるが、

複合的に行われる場合もある。身体的虐待は癒やケガなどで比較的周囲が気づきやすいが、

他の三種類の虐待は家庭内という閉ざされた環境の中で行われるため、発見されにくいこと

が知られている。特にネグレクトに関しては、児童相談所・児童養護施設等関連機関の職員

の聞でネグレクトという虐待があるという認識すら薄いことが指摘されている(堤・高橋・
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西津・原田， 1996)。

堤ら (1996)は児童養護施設で生活する子どもを対象に、不適応行動と被虐待体験との関
連を検討している。その結果、虐待のタイプに関わらず複合的な虐待を経験した子どもは、

様々な不適応行動のいずれについても、出現頻度が有意に多いことが見出されている。

<対象喪失体験>

本来養育者である親(実親以外も含む〉と離れて、児童養護施設で生活することになっ、た

子どもは、一時的にしろ、半永続的にしろ親との離別一対象喪失ーを経験している。対象喪

失 (object1088)とは、愛'情や依存の対象を実際に喪失する体験で-ある(小此木， 1979)。
小此木 (1979)は、対象喪失という体験を以下の三つに分類している。第一に、配偶者や

近親者の死や別離である。児童養護施設においては、大半の子どもが近親者と生別あるいは

死別しており、この種の対象喪失を経験している。第二に住み慣れた環境や地位、役割、故

郷などからの別れである。児童養護施設で生活する子ども達は第ーの対象喪失を経験した上

で、さらに家を離れ、転校を伴う状況に置かれる場合もある。第三に自分の誇りや理想、所

有物の意味を持つような対象の喪失がある。例としては、国民的な理想や国家、財産や能力、

身体の一部などが挙げられる。虐待を受けた子どもについては、想像を絶する暴力により、

身体的機能の一部を喪失することも考えられる。児童養護施設児は、それらの対象喪失が絡

み合った複雑な経験をしていると言えよう。

John80n (1989)は、子どもにとって親との離別はトラウマ体験であると主張している。
また西津 (1994)は虐待を受けた子ど、もの場合でも子どもは親を愛着対象としているため、
虐待そのものではなく、親との離別により情緒的混乱や心理的問題を生じる危険性があると

している。

<対象喪失体験に伴う悲嘆反応>

離別・死別に関わらず親を喪失した手どもは、そうでない子どもに比べて、精神的・身体

的問題が現れやすい傾向にあることが指摘されている(鈴木， 1989)。また離別時期の子ど
もの年齢に関わらず、離別を経験したことによって受ける衝撃の大きさを示す研究がいくつ

か見られる。

Bendik80n & Fu1ton (1975)は、離別経験と精神的健康の関連を検討する縦断的研究を
行っている。被調査者は15歳時の家族構成によって、両親健在群・死別群・離別群に分けら
れた。 33歳時三群聞において、長期にわたる疾病経験・極端な情緒不安に関して有意差が見

出され、死別群及び離別群の方が、健在群に比べ、それらがより多く出現することを示した。

北村 (1984)は、臨床医学的に抑うつ症状を呈していると診断された患者群と精神的に健
康な群とを比較し、患者群の方が、 10歳以前にいずれかの親との死別・離別という喪失体験

を経験している率が高いことを示している。その上で、 5~10歳までが喪失体験によって抑

うつ状態の素因が形成される臨界期であることを指摘している。また上林・中田・藤井・北・

斎藤・佐藤・森岡・生地・梶山 (1992)は、心因性の障害を持つ子どもは持たない子どもに
比べて、ストレスフルなライフイベントを多く経験していることを明らかにしている o

Kiatskin (1972)は、就学前の子どもの両親が別居あるいは離婚した場合、不安や悲哀の
表現として、退行現象が起きることを示している。この現象としてよく見られるのが、偏食・
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夜尿・夜驚・痛痛などである。鈴木 (1989)は、このような退行現象は、子どもが感じてい

ても言葉に出せないでいる不安や悲しみの表れであるとしている。以上のように多くの研究

によって、子どもの年齢・発達段階に関わらず、喪失体験が心身に悪影響を及ぼすことが示

されている。

一方で、全ての喪失体験がマイナスの効果をもたらすとは限らないとの指摘も少なからず

見受けられる。離婚・別居は一方の親が子と共に選択する新生活への解放であり、離婚・別

居後、親子は心身共に安定するという立場から、離婚・別居を「子の救済」の手段とみなす

考え方も現れている(下夷， 1989)。このような研究においては、家庭崩壊後も養育者が存

在する子どもが対象となっており、健全な悲哀をたどる支えがあるために、対象喪失によっ

て受けるネガティプな影響の少ないことが推測される。

また土居・鈴木・田頭・石川 (1985)は、離婚、別居、遺棄による家庭崩壊後の子どもを

対象にした事例研究を行っている。そこで土居ら (1985)は、家族の崩壊は一見子どもの精

神衛生にマイナスの影響のみを与えるものと考えられがちであるが、事例を検討する限りに

おいてそれを断言することができないとしている。一症例においては、家庭崩壊によって家

族の緊張が緩和され、祖母との同居という家族再編によって、子どもの精神的健康が促進さ

れていた。また逆に、離婚により母子家庭となり、経済的な基盤を失った上、母親の就労に

よって母子関係が希薄になり、子どもの精神的健康が著しく阻害されている症例も見出され

ている。そのため家庭崩壊は家庭内の状況により、家庭内の慢性的緊張・葛藤の一種の解決

法となることもあるが、精神的健康への作用は増進・減退どちらにも傾き得ることが示唆さ

れる(土居ら， 1985)。

Sullivan (1983)は、喪失反応について、正常な人間体験で、は極めて不愉快な体験である

が、重大な感情的喪失に続く空想的余波を消し、新しい対人的愛着関係に向かわせるものと

しては価値ある生命保護装置であると述べている。またRobert& FurmanとGilbert& 

Klimanによって、適切な支持と誠実な助言を与えることで、成人の場合と同様に、非常に

幼い子どもでも親の喪失に対して健全に対処しうると主張されていることを Bowlby

(1980)は取り上げている。ここでBowlby(1980)は、対象を喪失する体験そのものは問

題にしておらず、その後の周囲の関わりを重要視している。上述の知見から、対象喪失を経

験した児童養護施設児に対して周囲の人聞が望ましい関わりを持っとき、子ども達は喪失に

対して健全に対処する力を発揮できると考えられる。

4.児童養護施設児の社会的適応の様態

児童養護施設で生活する子どもにはしばしば、様々な問題行動をとる傾向が認められてい

る。森田 (1989)は、児童養護施設でプレイセラピーを行うにあたって、保育士が主訴とし

て認識している子どもの問題行動について検討している。それによると、情緒的不安定・極

端な甘え・尿の問題・攻撃・盗みが全体の72.5%を占めていることが見出された。続いて、

頻度に男女差はあるものの、爪かみ・指吸い・チック・衝動性・無気力・独語などが挙げら

れている。森田 (1989)は、このような問題行動を心理的葛藤の表現であると考察している。

<反社会的行動>

堤ら (1996)は、児童養護施設で生活する子どもに見られる反社会的行動について検討し
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Table 3 

児童養護施設児の呈する反社会的行動の項目群

反社会的行動

逸脱告動佑

無断外出や夜間の外出が頻繁に見られる

施設内外での喫煙が頻繁に見られる

シンナー吸引や飲酒がある

怠学・遅刻・早退が顕著である

万引きが頻繁に見られる

性的な行動化の問題がある

年齢不相応な性的関心が顕著である

暴力的行動化

施設で子どもへの身体的な暴力に関する問題が顕著である

施設で職員への身体的な暴力に関する問題が顕著である

施設で他者に対する抑圧的・指示的態度が顕著である

施設での職員に対する反抗的な態度が顕著である

学校で子どもへの身体的な暴力に関する問題が顕著である

学校で教師への身体的な暴力に関する問題が顕著である

学校で授業妨害が顕著である

意欲喪失

学校の提出物を提出しない

忘れ物や失せ物が顕著である

勉強への意欲がない

知的な問題はないにも関わらず、学力の不振が顕著である

怠学ではない不登校がある

ている (Table3)。シンナー吸引・万引き・無断外出などの逸脱行動、他者への暴力・授業

妨害などの暴力的行動、無気力・忘れ物の顕著さなどの意欲喪失の三つに分けられる。この

ような不適応行動は、集団生活を余儀なくされる児童養護施設においては、より問題性を帯

びたものとして扱われることになる。

Pope & Bierman (1999)は縦断的研究を行い、 9-12歳時と13-16歳時において、友人評定

によって得られた問題行動と、同じく友人評定による友人関係との関連を検討している。そ

の結果、どのような問題行動も各時点において友人関係に悪影響を及ぼし、 13-16歳時の社

会的不適応を予測する要因となりうることを見いだしている。このことは長期的な視点に立っ

て、喪失・その結果としての心理的葛藤によって引き起こされた問題行動へ心理的治療を行

う必要性を示していると言える。

<心理的・身体的症状と対人関係>

西揮 (2000)は児童養護施設児に共通して見られる心理状態、が、不安と怒りであることを

見出している。また多動、イライラ、落ち着きがない、感情の起伏が激しいなどの情緒不安

定も見出されている(大西・山下・伊藤・原・林・足立， 1995)。また程度の甚だしい虐待

を受けた子どもには、易怒性・抑うつ感・侵入性症状や回避性症状といったトラウマ性症状・

解離性障害が見られた(西津， 2000)。さらに被虐待体験が、 Herman(1992)の提唱する
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長期反復性外傷にあたるとし、その経験が複雑性心的外傷後ストレス障害(複雑性PTSD)

を引き起こす可能性があると指摘している(西津， 2000)。西津 (2000)によると、複雑性P

TSDとは、侵入性症状、解離症状、爆発的な怒りや自傷を含むもので、被虐待児に特徴的

に見られる問題との共通点が多く存在する。

対人関係においてもその程度に差はあるものの、不適応を呈する子どもの状態像が見出さ

れている。視線が合わない、表面的、心を聞かない、友人ができないなどである(大西ら，

1995)。

また堤ら (1996)は、心理的・身体的症状、対人関係における不適応行動をまとめて非社
会的行動とし、児童養護施設児にみられるものを把握している。非社会的行動は、感情抑圧・

孤立傾向などの親密な人間関係障害、欲求固執・夜尿などの自己中心的傾向、心因性噛吐・

頭痛などの身体症状化、強迫的行動・年齢不相応な早熟傾向なと、の偽成熟性の四つに分類さ

Table 4 

児童養護施設児の呈する非社会的行動の項目群

非社会的行動

自己中山的傾向

欲求固執が顕著である

欲求不満事態でパニック行動が顕著である

自分本位で他者への配慮が極端に乏しい

同じくらいの年齢の子と遊ぶことができない

落ち着きのなさが顕著である

始終大人のそばにいないと強い不安を示し、一人でいることができない

夜尿が顕著である

皐体症状化

元気がない、眠いなど全般的な身体的不調の訴えが多い

原因がはっきりしない頭痛や腹痛などの身体症状をよく訴える

生活全般に無気力な状態が目立つ

心因性幅吐が見られる

原因不明の意識喪失状態がある

親密な人間関係障害

親密な人間関係を持つことができない

感情表現や表情が乏しい

集団内での孤立傾向が顕著である

笑うことがほとんどない

偽成熟性

手洗い強迫や不潔恐怖など、強迫的行動がある

通常なら泣くような場面でも泣くことがない

年齢の割に大人びているなど、不相応な早熟傾向が顕著である

大人の顔色を窺うことが多い

理由がはっきりしないおびえや不安を示すことが多い
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れている (Table4)。

<対象喪失体験と不適応行動との関連>

藤野(1996)は、少年鑑別所に観護措置で‘入所している14-19歳の少年を対象としてスト

レスに関する研究を行っている。それによるとレトロスペクティブな視点から、非行直前に

はストレス反応が強く見られる傾向にあったことを見出している。さらに、生育歴が安定し

ていない、つまり喪失を多く経験しており、現時点でもそれに対し葛藤を抱えている者ほど

ストレッサーを多く受ける傾向にあることを示している(藤野， 1996)。この研究では、生

育歴と非行の聞に直接的な関係は見出されていないが、得られた結果を総合すると、喪失を

経験し、それに対する葛藤をうまく処理できないことと不適応行動とが何らかの形で関連し

ていることが示唆される。

またAndry(1962)は、 paternaldeprivation (父性的養育の喪失)を強調し、父性的関

係の欠如がしばしば非行に結びっくことを指摘している。 paternaldeprivationとは

Bowlby (1951)の提唱した maternaldeprivation (母性的養育の喪失〕に対応する語で、

児童における、父親ないし父性的人物との経験の不適切性あるいは不充全性であるとされる

(Biller， 1974)。わが国でも父性的関係の非行に及ぼす影響が指摘されている。有地 (1990)

は、一般中学生・少年院に措置されている少年を対象にした調査を行っており、その結果か

ら、少年非行に対して影響を与えているのは父子関係であると考察している。さらに有地

(1990)は、非行と結ひ'つきやすいのは離別体験でなくむしろ親の養育態度であり、父親と

共に生活していても、父親が子どもの監護に無関心であれば、子どもが非行に走る傾向が高

くなるとしている。

このように様々な研究によって、 paternaldeprivationに関して、不適応行動の予防には、

父親に限らず父性的関わりを持続的に持てる人聞の存在が重要であることが示されている。

そのため児童養護施設の職員には、子どもへの母性的関わりだけでなく、父性的関わりも同

様の比重で要求されるO

5. まとめ

児童養護施設で生活する子どもたちの多くは、一見明るく人なつっこし礼儀正しい(大

西ら， 1995)。彼らは普段、葛藤の少ない一般家庭に暮らす子どもと同様に、健康的にくっ

たくなく過ごしている。一方で、このように研究を概観していくと、児童養護施設児が様々

な問題を抱えていることが明らかとなる。児童養護施設児の“問題"とされる行動は集団生

活において不適当なものが多く、大きな逸脱はむしろ少ない。しかし遊戯療法などの心理療

法によって子どもの内的世界に関わっていくと、表出される症状・問題行動は軽い子どもで

も、大きな不安や依存欲求を抱えていることが明らかとなる(森田， 1989)。そのため児童

養護施設においては、子どもの情緒的安定は常に最優先されるべき重要な課題と位置づけら

れている。児童養護施設においての心理的ケアの必要性が注目され始めたのは、 1975年以前

にまでさかのぼる(大谷・吉沢， 1975)。現在に至るまで様々な方面から、ケアの必要性と

その解決法が論議され、未だ児童養護施設児への心理的援助は充分とは言えない状況である。

その原因として、社会的に養護問題への理解sが進んで・おらず、児童養護施設においてさえ問

題の理解度・危機感が施設ごとに均一でないことが考えられる。症状の重さ・問題行動の有
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無に関わらず、健康心理学的観点からも児童養護施設児への心理的援助の必要性は自明の理

であり、児童養護施設児を対象とした実証的研究の増加は、養護問題への社会的関心・理解

の向上へつながると期待される。
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